
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館だより 

令和８年２月号 

 

 

中央左側の女の子が、つかまれた 
腕を振りほどいた瞬間です。 

 1 月 8 日(木)、「自分の身を守る方法を学ぼう」をテーマに、

護身術を学習しました。当日は、大館警察署 生活安全課の警

察官を講師に、8名が参加しました。 

 講師は、「護身術とは、『危ない場所へは近づかない』、『臆病

になること』、『スマホやお金はあきらめて逃げること』、 

『大声で助けを呼ぶこと』、『必ず 110 番通報すること』。」を 

強調していました。 

 腕をつかまれた時の振りほどき方では、参加者が振りほどく

コツをすぐに覚え、友達や講師である警察官につかまれても 

すぐに振りほどいていた参加者もいました。 

組子にペーパーボンドをつけて、 
組子細工を組み上げています。 

 1 月 10 日(土)、「モノづくり体験」をテーマに、組子細工

作りに挑戦しました。 

 当日は、秋田職業能力開発短期大学校(職能短大)を会場に、

参加者とその保護者計 11 名が参加しました。 

 始めは組子の組み上げに苦労していましたが、職能短大の

先生から組み方を教えていただいたこともあり、自分で組子

を組み上げて完成させた参加者もいました。 

 あわせて、職能短大の先生は、「モノづくりには、作る人、

つまり『職人』が必要。職人がいないと文化やモノづくりは

すたれてしまう。今日参加した方で、一人でも職人を目指し

てくれたらうれしい。」と話しており、参加者は『モノづくり』

に改めて強い興味を持ったようでした。 

 

護身術を学ぼう 

組子細工を作って 
みました 

今回の冬季わんぱくスクールでは、大館警察

署、パティスリー メッスナー 藤田氏(おやつ作

り)、職能短大教職員の方々に大変お世話になり

ました。紙面を借りて厚くお礼申し上げます。 

 

1 月 9 日(金)、「パティシエからおやつ作りを学ぼう」を

テーマに、リンゴソテーと簡単チョコケーキを作りました。 

児童 12 名と保護者 8 名の参加により、お母さんのサポ

ートを受けながら、楽しくおやつを作ることができました。

写真は、ケーキの出来栄えを確認しているところです。 

 

お礼 

おやつ作りに挑戦 

 お礼 

 



 

 

 

１月６日（火）、「第５２回新春書き初め交流会」 

を開催。老壮大学書道クラブの学生６名と、小学生 

９名が一緒に書き初めを行いました。 

 小学生の参加者は、老壮大学生の指導のもと、 

真剣なまなざしで手本と向き合っていました。お菓 

子休憩を挟むなど、世代を超えた交流の場になり 

ました。提出した作品は、1 月いっぱい正面玄関エ 

レベータ横に展示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆ ぜひ、大館学び大学へお越しください ☆★ 

1月 17日（土）開催「ものづくりに懸ける思い」 

講師：東光ホールディングス名誉相談役 

虻川 東雄さん 

これまでの努力と失敗
談、そしてこれからの若者
への期待などを 90分間休
みなくお話されました。 

86歳のパワーに参加者
50名は圧倒されました。 

人とのつながり、社員研修、バランス経営を大事に
し、創造と挑戦を続ける虻川氏に拍手喝采でした。 

老壮大学の 1 月の学習会は、田口諒也さ

んをお招きし、前半は音楽療法士としての仕

事についてお話していただきました。 

音楽を使い心の健康を維持する療法士の

仕事に皆さんとても関心を示し、田口さん自

身の子育てについて知ることもあり、有意義

な時間となりました。後半は打楽器を使い音

楽の体験！明るく、楽しく締めくくりました。 

老 壮 大 学 演題 「音楽で遊ぼうパート 2 ～音楽療法士の挑戦」 

1/21(水) 学習会       講師 音楽療法士 田口 諒也 氏 


